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１ 【提出理由】

当社及び連結会社の財政状態及び経営成績に著しい影響を与える事象が発生したため、金融商品取引法

第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規定に基づ

き提出するものであります。

　

２ 【報告内容】

事業構造改革費用（特別損失）の計上

イ  当該事象の発生年月日

平成24年11月１日

　
ロ  当該事象の内容

当社は、収益力向上とコスト力強化を実現するため抜本的な事業構造改革を推し進めております。

  液晶事業については、大型液晶事業のオフバランス化を行い、高精細な中小型液晶への生産転換を

推進し、また、太陽電池事業については、国内外におけるビジネスモデルを変革し、今後の成長に向け

た構造転換に取り組んでおります。

  また、海外拠点の再編を進め、地域内完結型経営体制への移行を進めております。

  これらの事業構造の改革に要した費用を特別損失に計上することといたしました。

　
ハ  当該事象の損益に与える影響額

平成25年３月期第２四半期の連結決算において84,417百万円、個別決算において80,154百万円の

事業構造改革費用を特別損失に計上いたします。

なお、主な内容は以下のとおりであります。

（平成24年７月１日～平成24年９月30日） （単位：百万円）

内              容
金　　　額

連結 個別

大型液晶パネルの生産事業縮小等に関連する在庫の評価損 53,468 53,467

太陽電池事業等の構造改革による設備の減損損失 30,136 26,686

海外拠点再編等の事業構造改革に要した費用 813 0

合              計 84,417 80,154
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